
 

 

Topics 4: International Media Announced JBEDC’s Activity in Myanmar 

** ( ) was added by JBEDC. 

 

An international biofuel media “FO Licht’s World Ethanol & Biofuels Report” announced that the 

Myanmar Ministry of Agriculture and Irrigation is going to form a joint bio-energy venture 

company called “Myanmar Bio Energy Company” with JDI/JBEDC. 

 

Myanmar government has eyed on the potentiality of Jatropha since 2005 (when Dr. Kobayashi, 

Chairman of JDI/JBEDC, introduced the plant based on his experience in Africa). By forming a JV 

company, Myanmar government is expecting to decrease its energy reliance on foreign imports. 

 

Under Myanmar’s Jatropha bio-energy program, the JV company with JDI/JBEDC will  

1) Cultivate Jatropha 

2) Establish a trading center for Jatropha crops and raw edible oil factory 

3) Conduct a training to nurture Jatropha experts 

 

Myanmar is targeting to grow another 3.23 million ha of biodiesel plants in 2008, which output is 

projected to be 20 million tons/year.  

 

Topics 4: 10/28/2008国際的国際的国際的国際的バイオバイオバイオバイオ燃料燃料燃料燃料メディアメディアメディアメディアにににに JBEDCののののミャンマーミャンマーミャンマーミャンマーでのでのでのでの活動活動活動活動がががが記事記事記事記事としてとしてとしてとして掲載掲載掲載掲載ささささ

れましたれましたれましたれました。。。。 

** (  )内は JBEDCが追加。 

 

国際的バイオ燃料メディアの“FO Licht’s World Ethanol & Biofuels Report”が、ミャンマーミャンマーミャンマーミャンマー農業省農業省農業省農業省がががが

JDI/JBEDCととととバイオバイオバイオバイオ燃料燃料燃料燃料のののの JV企業企業企業企業をををを設立設立設立設立するするするする意向意向意向意向であるであるであるであることを発表した。この JV会社は「Myanmar 

Bio Energy Company」と呼ばれ、今後ミャンマーが国内のエネルギー供給における外国輸入を減少さ

せていく計画の足がかりとなる予定だ。 

 

ミャンマー政府は（小林が Jatrophaをミャンマー政府関係者に紹介を始めた）2005年よりその将来性に

目をつけ、国を挙げて国民に Jatrophaを植えることを奨励している。今後は JDI/JBEDCとの JV会社主

導で「ミャンマー・Jatropha バイオ燃料プログラム」の元、下記の事業を中心にバイオ燃料部門を強化

していく計画だ。 

１）Jatrophaの栽培 

２）Jatrophaや Jatropha粗油を売るトレーディング・センターの設立 

３）トレーニングを通して Jatrophaエキスパートの養成 

 

特に 1)に関しては、ミャンマーは今年中に国内のバイオ燃料の原料の栽培面積を 323万ヘクタールほど

増やす予定であり、これが成功すればそのバイオ燃料の生産高は 2,000万トン/年になると言われている。 


